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　今月号の特集は「THA―各種アプローチのコツと
ピットフォール」であった。手外科に特化して久しく，
自ら THA を執刀することも，実際の手術に立ち会う
ことすらないため，私の知識は随分長らくアップデー
トされていなかった。術後の X 線像は以前と大差ない
が，その陰では脱臼防止や機能改善につながる多様な
工夫が営々と積み上がっており，以前とは全く異なる
手術へと変貌していることを知りとても驚いた。
　大学病院で股関節疾患の患者を診察する機会はない
が，外勤先では時に遭遇する。多くは変形性股関節症
であり，先天性股関節脱臼対策が不十分であった私と
同年代の女性が多い。逡巡することなくTHAを勧め，
近隣のボリュームセンターに紹介するが，手術後に再
び訪ねてくる患者の状況を見るたびに機能と疼痛の劇
的な改善に感動する。間違いなく THA は整形外科手
術の中で最もキレの良い手術だと思う。Covid⊖19のパ
ンデミックにより THA 手術にも影響が出ており，股
関節痛からの解放を期待して手術を待つ多くの患者を
思うと胸が痛い。
　グローバリゼーションの進展によりパンデミックリ
スクがこれまでになく高まっていることは頭ではわ
かっていた。しかし，いざ現実となるとその影響の大
きさ，対応の難しさは想像をはるかに超えていた。コ

ロナウイルスの変異株によるパンデミックは 2002 年
に発生した SARS, 2012 年の MERS と頻繁に繰り返し
ており，その都度身構えたが，幸い日本に拡大するこ
とはなかった。いずれも対岸の火事で終わったが，そ
の際，我々は被災国の教訓に学ぶ姿勢に欠けていたよ
うに思う。今回は横浜港に停泊するダイヤモンドプリ
ンセス内での感染拡大の様子が連日報道され，しかも
重要な疫学情報もかなり得られていた。しかし，日本
政府の初動は大きく遅れ，検査・治療体制の構築も諸
外国と比べてひどくもたつき，パンデミックへの対応
能力の低さを露呈した。現時点でのPCR検査能力は先
進国ばかりか，中進国と比較しても何十分の 1 に留ま
る現状は，パンデミック対応能力の強化が現状でも
遅々として進んでいないことを浮き彫りにしている。

『整形・災害外科』で連載「医療史回り舞台」を 327 回
にわたり執筆された篠田達明先生の近著『秀吉の六本
指/龍馬の梅毒』ではパンデミックの逸話が多く紹介さ
れている。第 7 話「インフルエンザに倒れた大横綱」
では鎖国時代皆無であったインフルエンザの流行が正
徳 2 年に 100 年ぶりで起こり，将軍家宣が亡くなった
とある。グローバル化は逆戻りしない。我々はもっと
真剣にパンデミックに備える必要がある。
 （平田　仁）
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